
（2）
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訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て

　

東
京
地
方
裁
判
所
に
提
起
さ

れ
た
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ

い
て
、
東
京
地
方
裁
判
所
か
ら

和
解
勧
告
を
受
け
、
こ
れ
に
合

意
し
和
解
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

　

本
会
議
や
委
員
会
へ
の
欠
席

事
由
等
と
し
て
育
児
、
看
護
、

介
護
等
を
明
文
化
す
る
と
と
も

に
、
出
産
に
つ
い
て
産
前
・
産

後
期
間
に
も
配
慮
し
た
規
定
と

す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

□
「
手
話
言
語
法
」
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
実
現

す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
⑴

手
話
の
習
得
及
び
手
話
文
化
の

保
存
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
及

び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
手
話

の
習
得
等
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言

語
法
（
仮
称
）
」
を
制
定
す
る

こ
と
。
⑵
聾
児
の
乳
幼
児
期
か

ら
の
第
一
言
語
と
し
て
の
手
話

の
習
得
に
関
す
る
聾
児
並
び
に

保
護
者
及
び
家
族
に
対
す
る
必

要
な
情
報
の
提
供
、
第
一
言
語

と
し
て
の
手
話
の
習
得
に
関
す

る
聾
児
に
対
す
る
支
援
を
は
じ

め
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
⑶
音
声
言
語

を
習
得
し
た
後
に
聴
覚
の
障
が

う
も
の
で
す
。
補
正
の
内
容
は
、

歳
出
予
算
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
を

４
千
576
万
６
千
円
減
額
す
る
と

と
も
に
、
歳
入
予
算
で
国
庫
支

出
金
を
４
千
576
万
６
千
円
減
額

す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
予
算
の
み
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。
補
正
の
内
容
は
、

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
や
き
苑
と

牟
礼
老
人
保
健
施
設
は
な
か
い

ど
う
に
係
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
収

入
を
４
千
万
円
減
額
す
る
と
と

も
に
、
同
事
業
に
係
る
繰
入
金

を
４
千
万
円
増
額
す
る
も
の
で

す
。

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
12
億
３
千
32
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
744
億
７
千
259

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
歳
出
予
算
で
は
、

子
育
て
応
援
給
付
金
給
付
事
業

費
の
計
上
、
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
（
仮
称
）
給

付
事
業
費
の
計
上
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
等
助
成
事
業
費
の
計
上
、
出

産
応
援
事
業
関
係
費
の
計
上
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
費
の
計
上
を
行
う

も
の
で
す
。

円
を
追
加
し
、
総
額
を
950
億
１

千
592
万
３
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
、
債
務
負
担

行
為
及
び
地
方
債
の
補
正
を
行

う
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

歳
出
予
算
で
は
、
職
員
人
件
費

そ
の
他
の
減
額
、
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
美
術
館
管
理
等
関
係
費
の

増
額
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金

等
の
増
額
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
額
、

ふ
じ
み
衛
生
組
合
関
係
費
の
減

額
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

費
の
増
額
、
自
転
車
等
駐
車
施

設
管
理
運
営
費
の
増
額
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
関
係
費
の
増

額
、
教
職
員
研
修
等
関
係
費
の

増
額
、
川
上
郷
自
然
の
村
管
理

運
営
費
の
増
額
、
施
設
改
修
事

業
費
の
増
額
、
学
校
空
調
設
備

整
備
事
業
費
の
増
額
、
学
校
給

排
水
設
備
等
整
備
事
業
費
の
増

額
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

管
理
関
係
費
の
増
額
等
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
４
千
576
万
６
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
949
億
７

千
15
万
７
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
の
補
正
を
行

部
を
改
正
す
る
条
例

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

に
係
る
所
得
段
階
を
見
直
し
、

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険

料
の
額
に
つ
い
て
定
め
る
と
と

も
に
、
保
険
料
の
軽
減
措
置
を

拡
充
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計

画
税
の
負
担
調
整
措
置
の
継
続

等
を
行
う
と
と
も
に
、
軽
自
動

車
税
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽

減
の
延
長
等
を
行
う
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
下
水
道
事
業
審
議
会

条
例

　

下
水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営

及
び
下
水
道
使
用
料
の
適
正
な

執
行
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
長
の
附
属
機
関
と
し
て
、
三

鷹
市
下
水
道
事
業
審
議
会
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
非
常
勤
職
員
の
報

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

農
業
委
員
会
会
長
及
び
委
員

の
報
酬
月
額
を
改
め
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
職
員
特
殊
勤
務
手
当

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め

る
等
の
政
令
の
廃
止
に
伴
い
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

保
険
税
の
軽
減
措
置
の
所
得

基
準
額
に
つ
い
て
、
基
礎
控
除

額
相
当
分
の
基
準
額
を
33
万
円

か
ら
43
万
円
に
引
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
被
保
険
者
の
う
ち
一

定
の
給
与
所
得
者
と
公
的
年
金

等
受
給
者
の
合
計
数
か
ら
１
を

減
じ
た
数
に
10
万
円
を
乗
じ
て

得
た
金
額
を
加
え
る
等
と
す
る

ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
介
護
福
祉
条
例
の
一

第
１
回
定
例
会

可

決

し

た

議

案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

規
　
則

人
事
・
そ
の
他

意
見
書
・
決
議
（
要
旨
）

当
初
予
算

改修工事が実施される第六小学
校のトイレ

◆
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

土
屋　
　

宏
氏
（
新
任
）

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

松
原　

拓
郎
氏
（
新
任
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

河
並　

祐
幸
氏
（
再
任
）

　

福
島　

正
義
氏
（
再
任
）

◆
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
係
る

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
予
算

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算

※
以
上
６
件
の
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
掲
載

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
７
億
７
千
26
万
５
千

い
の
た
め
音
声
言
語
に
よ
り
意

思
疎
通
を
図
る
こ
と
等
に
支
障

が
生
じ
た
者
に
対
し
、
手
話
の

習
得
の
機
会
の
提
供
な
ど
、
手

話
の
習
得
を
支
援
す
る
た
め
に

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

□
保
育
の
基
準
の
抜
本
的
な
引

上
げ
と
保
育
士
の
処
遇
改
善
を

求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
及
び
東

京
都
に
対
し
、
次
の
事
項
を
強

く
要
望
す
る
。
⑴
保
育
に
関
わ

る
施
設
基
準
を
抜
本
的
に
引
き

上
げ
る
こ
と
。
⑵
保
育
士
配
置

基
準
の
改
善
を
図
り
、
保
育
士

の
増
員
を
図
る
こ
と
。
⑶
保
育

士
の
賃
金
を
引
き
上
げ
、
専
門

職
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
に
改
善

す
る
こ
と
。

□
精
神
保
健
福
祉
の
改
善
に
関

す
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

誰
も
が
地
域
社
会
で
そ
の
一
員

と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。
⑴
良
質
な

医
療
を
提
供
し
、
隔
離
・
拘
束

を
原
則
廃
止
で
き
る
よ
う
、
精

神
科
専
門
職
の
配
置
人
員
を
引

き
上
げ
る
こ
と
。
ま
た
、
一
般

病
床
よ
り
低
い
人
員
配
置
を
認

め
て
い
る
医
療
法
施
行
規
則
を

改
め
、
精
神
病
床
の
人
員
配
置

を
改
善
す
る
こ
と
。
⑵
精
神
科

疾
患
や
認
知
症
が
あ
っ
て
も
、

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
早
い
段
階
か
ら
適
切
な

支
援
と
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
包
括
的
で
継
続
的
な
支

援
体
制
の
整
備
を
国
が
行
う
こ

と
。
ま
た
、
差
別
・
偏
見
を
な

く
す
た
め
の
啓
発
を
進
め
、
施

策
に
は
当
事
者
・
家
族
の
声
を

尊
重
し
て
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

⑶
入
院
中
心
か
ら
地
域
へ
の
移

行
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、

精
神
保
健
福
祉
予
算
の
拡
充
や

労
働
者
の
雇
用
保
障
、
教
育
・

研
修
を
国
が
責
任
を
持
っ
て
行

う
こ
と
。
⑷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る

「
新
た
な
生
活
様
式
」
に
対
応

し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

早
急
に
講
じ
る
こ
と
。

□
刑
法
に
不
同
意
性
交
等
罪
を

規
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
強
く

求
め
る
。
⑴
暴
行
・
脅
迫
要
件
、

抗
拒
不
能
要
件
を
見
直
し
て
不

同
意
性
交
等
罪
を
創
設
す
る
こ

と
。
具
体
的
に
は
威
迫
、
不
意

打
ち
、
偽
計
、
欺
罔
、
監
禁
、

無
意
識
、
薬
物
、
洗
脳
、
恐
怖
、

障
が
い
、
疾
患
な
ど
に
加
え
て
、

「
そ
の
他
意
思
に
反
し
た
性
的

行
為
」
を
要
件
に
入
れ
る
こ
と
。

⑵
「
暴
行
又
は
脅
迫
」
及
び
「
抗

拒
不
能
」
を
犯
罪
成
立
の
構
成

要
件
か
ら
外
し
、
あ
く
ま
で
「
同

意
の
有
無
」
を
判
断
基
準
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
要
件
に
つ
い
て

は
刑
罰
を
重
く
す
る
こ
と
。
⑶

性
交
同
意
年
齢
を
16
歳
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
。

◇
安
心
・
安
全
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
国
民
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
の
決
議

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
実
現
の
た
め
に
次
の
事
項
を

求
め
る
。
⑴
今
後
も
発
生
が
予

想
さ
れ
る
新
た
な
感
染
症
拡
大

な
ど
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
に

十
分
な
財
源
確
保
を
行
う
こ

と
。
⑵
公
立
・
公
的
病
院
の
統

合
再
編
や
地
域
医
療
構
想
を
見

直
し
、
地
域
の
声
を
踏
ま
え
た

医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ

と
。
⑶
安
全
安
心
の
医
療
・
介

護
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
医
師
、
看
護
師
、
医
療
技

術
職
、
介
護
職
等
を
大
幅
に
増

員
す
る
こ
と
。
⑷
保
健
所
の
増

設
、
保
健
師
等
の
増
員
な
ど
、

公
衆
衛
生
行
政
の
拡
充
を
図
る

こ
と
。
ウ
イ
ル
ス
研
究
、
検
査
・

検
疫
体
制
を
強
化
・
拡
充
す
る

こ
と
。
⑸
社
会
保
障
に
関
わ
る

国
民
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
。

◇
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
を
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る

こ
と
を
求
め
る
決
議

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

国
の
対
策
が
、
科
学
の
声
や
子

ど
も
の
未
来
を
守
り
た
い
と
い

う
市
民
の
声
に
沿
い
、
次
世
代

や
途
上
国
へ
の
責
任
を
果
た
す

も
の
と
な
る
よ
う
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
を

強
く
求
め
る
。
⑴
産
業
革
命
前

か
ら
の
温
暖
化
を
1.5
度
未
満
に

と
ど
め
る
た
め
、
２
０
３
０
年

温
暖
化
ガ
ス
削
減
目
標
を
２
０

１
０
年
比
で
50
％
以
上
（
あ
と

35
％
以
上
）
と
す
る
こ
と
。
⑵

対
策
の
経
済
性
評
価
に
当
た
っ

て
は
、
投
資
負
担
や
短
期
的
費

用
だ
け
で
は
な
く
、
温
暖
化
に

よ
る
将
来
の
被
害
損
失
も
費
用

に
含
め
、
50
年
、
100
年
の
長
期

的
な
国
民
負
担
の
最
小
化
を
図

る
こ
と
。
⑶
石
炭
火
力
発
電
は

高
効
率
型
で
も
天
然
ガ
ス
火
力

発
電
の
1.5
倍
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２

を

排
出
す
る
の
で
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
や
天
然
ガ
ス
火

力
発
電
に
移
行
し
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
全
廃
す
る
こ
と
。
⑷

イ
ギ
リ
ス
で
は
10
年
間
で
25
％

超
拡
大
し
た
実
績
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の

割
合
を
今
よ
り
30
％
拡
大
し
、

50
％
以
上
を
目
標
と
す
る
こ

と
。
⑸
対
策
は
大
き
な
社
会
経

済
構
造
変
化
を
伴
う
と
予
想
さ

れ
る
た
め
、
雇
用
確
保
や
事
業

転
換
支
援
な
ど
、
円
滑
な
移
行

対
策
も
検
討
す
る
こ
と
。


